
品 名：01_90003_148053_110_03_新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）_780788.docx 

日 時：2019/8/29 10:24:00 

ページ：1 

 

 

  運用報告書（全体版） 

新興国公社債オープン（通貨選択型） 
中国元コース（毎月決算型） 

 

 
 

第105期（決算日：2019年２月14日） 

第106期（決算日：2019年３月14日） 

第107期（決算日：2019年４月15日） 

第108期（決算日：2019年５月14日） 

第109期（決算日：2019年６月14日） 

第110期（決算日：2019年７月16日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「新興国公社債オープン（通貨選

択型）中国元コース（毎月決算型）」は、去る７月16

日に第110期の決算を行いましたので、法令に基づい

て第105期～第110期の運用状況をまとめてご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2019年９月26日まで（2010年３月30日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、安定し
たインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

新興国公社債 
オ ー プ ン 
（通貨選択型） 
中国元コース 
（毎月決算型） 

エマージング・ソブリン・アンド・
コーポレート・ボンド・ファンド
（ＣＮＹクラス）受益証券および
マネー・プール マザーファンド
受益証券 

エマージング・ 
ソ ブ リ ン ・ 
ア ン ド ・ 
コーポレート・ 
ボンド・ファンド 
（ＣＮＹクラス） 

主に米ドル建の新興国の政府お
よび政府機関等の発行するソブ
リン債券、および新興国の企業が
発行する社債 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・主として米ドル建（現地通貨建の債券にも
投資を行う場合があり、これらについて現
地通貨売り／米ドル買いの為替取引を行っ
たものも含みます。）の新興国のソブリン債
券と社債（CoCosを含みます。）に投資を行い
ます。 

・安定したインカムゲインの確保と、債券の
値上がり益および為替差益の獲得を目指し
ます。 

・実質的な米ドル建資産に対して、原則とし
て米ドル売り／中国元買いの為替取引を行
います。 

主な組入制限 

・投資信託証券、短期社債等およびコマー
シャル・ペーパー以外の有価証券への投資
は行いません。 

・投資信託証券への投資割合には、制限を設
けません。 

分配方針 

毎月14日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。基準価額水準、市況動向、残存
信託期間等を勘案して、分配金額を決定しま
す。（ただし、分配対象収益が少額の場合には
分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
 81期(2017年２月14日) 14,655 30 0.9 － － 98.0 46 

 82期(2017年３月14日) 14,669 30 0.3 － － 98.0 46 

 83期(2017年４月14日) 14,288 30 △2.4 － － 98.0 45 

 84期(2017年５月15日) 14,936 30 4.7 － － 97.9 47 

 85期(2017年６月14日) 14,823 30 △0.6 － － 98.0 47 

 86期(2017年７月14日) 15,202 30 2.8 － － 98.0 48 

 87期(2017年８月14日) 15,088 30 △0.6 － － 97.9 47 

 88期(2017年９月14日) 15,826 30 5.1 － － 98.0 50 

 89期(2017年10月16日) 15,879 30 0.5 － － 98.0 49 

 90期(2017年11月14日) 15,876 30 0.2 － － 98.5 49 

 91期(2017年12月14日) 15,906 30 0.4 － － 98.6 49 

 92期(2018年１月15日) 16,161 30 1.8 － － 98.9 50 

 93期(2018年２月14日) 15,656 30 △2.9 － － 98.8 49 

 94期(2018年３月14日) 15,549 30 △0.5 － － 98.4 49 

 95期(2018年４月16日) 15,850 30 2.1 － － 98.7 49 

 96期(2018年５月14日) 15,619 30 △1.3 － － 98.9 48 

 97期(2018年６月14日) 15,329 30 △1.7 － － 98.5 47 

 98期(2018年７月17日) 15,239 30 △0.4 － － 98.7 47 

 99期(2018年８月14日) 14,300 30 △6.0 － － 98.9 44 

100期(2018年９月14日) 14,583 30 2.2 － － 98.5 45 

101期(2018年10月15日) 14,562 30 0.1 － － 98.5 45 

102期(2018年11月14日) 14,600 30 0.5 － － 98.7 45 

103期(2018年12月14日) 14,784 30 1.5 － － 98.7 46 

104期(2019年１月15日) 14,588 30 △1.1 － － 98.5 45 

105期(2019年２月14日) 15,190 30 4.3 － － 98.8 39 

106期(2019年３月14日) 15,404 30 1.6 － － 99.0 40 

107期(2019年４月15日) 15,656 30 1.8 － － 98.5 39 

108期(2019年５月14日) 14,896 30 △4.7 － － 98.6 37 

109期(2019年６月14日) 14,977 30 0.7 － － 98.9 37 

110期(2019年７月16日) 15,338 30 2.6 － － 98.4 37 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第105期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年１月15日 14,588 － － － 98.5 

１月末 14,911 2.2 － － 98.6 

(期  末)      

2019年２月14日 15,220 4.3 － － 98.8 

第106期 

(期  首)      

2019年２月14日 15,190 － － － 98.8 

２月末 15,464 1.8 － － 98.8 

(期  末)      

2019年３月14日 15,434 1.6 － － 99.0 

第107期 

(期  首)      

2019年３月14日 15,404 － － － 99.0 

３月末 15,398 △0.0 － － 98.5 

(期  末)      

2019年４月15日 15,686 1.8 － － 98.5 

第108期 

(期  首)      

2019年４月15日 15,656 － － － 98.5 

４月末 15,469 △1.2 － － 98.5 

(期  末)      

2019年５月14日 14,926 △4.7 － － 98.6 

第109期 

(期  首)      

2019年５月14日 14,896 － － － 98.6 

５月末 14,982 0.6 － － 98.6 

(期  末)      

2019年６月14日 15,007 0.7 － － 98.9 

第110期 

(期  首)      

2019年６月14日 14,977 － － － 98.9 

６月末 15,222 1.6 － － 98.6 

(期  末)      

2019年７月16日 15,368 2.6 － － 98.4 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

運用経過
第105期～第110期：2019年１月16日～2019年７月16日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛純資産総額：右目盛

第105期首 14,588円
第110期末 15,338円
既払分配金 180円
騰 落 率 6.4％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ6.4％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

米ドル売り／中国元買いの為替取引によるプレミアム（金利差相
当分の収益）の獲得や、新興国債券市況が上昇したことなどが基
準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

中国元が対円で下落したことなどが基準価額の下落要因となりま
した。

下落要因

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

第105期～第110期：2019年１月16日～2019年７月16日

投資環境について

新興国債券市況
新興国債券市場は、当作成期首に比べ、
新興国ソブリン債券市場、新興国社債市
場ともに上昇しました。
当作成期初に原油価格が持ち直したこと
や米企業決算が概ね堅調であったこと等
によりスプレッド（利回り格差）が縮小
したことや、米連邦準備制度理事会（Ｆ
ＲＢ）が緩和的スタンスへ転換したこと
による米長期金利の低下などを背景に、
新興国債券市況は上昇しました。

為替市況
中国元は、当作成期首に比べ、対円で下
落しました。
中国元は、当作成期中に主要国の中央銀
行が緩和的スタンスへ転換したことによ
る米国等の長期金利の低下を受け、大半
の主要通貨に対して円が上昇したことや、
中国が金融緩和を開始したことなどを背

景に、対円で下落しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移、国庫短期証券（３ヵ月物）
の利回りはマイナス0.1％を下回る水準で
推移しました。
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.07％
程度で推移しました。
日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
当作成期首に、短期国債の需給の引き締
まりからマイナス0.28％程度まで低下し
ていましたが、その後は徐々に上昇して
いき、足下はマイナス0.15％程度で推移
しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

新興国公社債オープン（通貨選択
型）中国元コース（毎月決算型）
当作成期を通じて、円建の外国投資信託
であるエマージング・ソブリン・アン
ド・コーポレート・ボンド・ファンド
（ＣＮＹクラス）受益証券を高位に組み
入れ、マネー・プール　マザーファンド

受益証券への投資も行いました。
当作成期末において、エマージング・ソ
ブリン・アンド・コーポレート・ボン
ド・ファンド（ＣＮＹクラス）を98.4％、
マネー・プール　マザーファンドを0.1％
組み入れました。

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

エマージング・ソブリン・アンド・
コーポレート・ボンド・ファンド
（ＣＮＹクラス）
主として米ドル建の新興国のソブリン債
券および社債に投資を行いました。
ポートフォリオの構築にあたっては徹底
したボトムアップ・アプローチによるソ
ブリン債券の投資国選択および社債の銘
柄選択を行いました。
ソブリン債券と社債の比較では、社債に
より投資妙味があると考えており、社債
の組入比率を基本投資比率である30％と
比べて高めとしました。
ソブリン債券の運用においては、流動性
が高くバリュエーション面などから魅力
度が高いと考えられる国に積極的に投資
を行いました。アルゼンチンなどのソブ
リン債券の組み入れを高位としました。

社債の運用においては、ファンダメンタ
ルズ分析と相対価値判断による徹底した
ボトムアップ・アプローチに基づき、幅
広い銘柄に分散投資を行いました。セク
ター別では、石油・ガスセクターや金融
セクターをはじめ、新興国の国内におけ
る経済活動の活性化の恩恵を受けると考
えられる、情報・通信セクターにも投資
を行いました。
実質的に保有している米ドル建資産に対
し米ドル売り／中国元買いの為替取引を
行いました。

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先
取引等への投資を通じて、安定した収益
の確保および適正な流動性の保持を図り
ました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の通りと
させていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に
留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第105期

2019年１月16日～
2019年２月14日

第106期
2019年２月15日～
2019年３月14日

第107期
2019年３月15日～
2019年４月15日

第108期
2019年４月16日～
2019年５月14日

第109期
2019年５月15日～
2019年６月14日

第110期
2019年６月15日～
2019年７月16日

当期分配金
（対基準価額比率）

30
（0.197％）

30
（0.194％）

30
（0.191％）

30
（0.201％）

30
（0.200％）

30
（0.195％）

当期の収益 30 30 30 30 30 30

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 9,136 9,185 9,232 9,263 9,304 9,372

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

新興国公社債オープン（通貨選択
型）中国元コース（毎月決算型）
引き続き、円建の外国投資信託であるエ
マージング・ソブリン・アンド・コーポ
レート・ボンド・ファンド（ＣＮＹクラ
ス）受益証券に投資を行います。また、
マネー・プール　マザーファンド受益証
券への投資も行います。
なお、当ファンドは、2019年９月26日
に信託期間が満了し、償還となります。

エマージング・ソブリン・アンド・
コーポレート・ボンド・ファンド
（ＣＮＹクラス）
引き続き、主として米ドル建の新興国の
ソブリン債券および社債に投資を行うと
ともに、実質的に保有している米ドル建
資産に対して原則として米ドル売り／中
国元買いの為替取引を行います。
国の選別がこれまで以上に重要となって
いると考えております。具体的には、独
自の改革を推進している国が魅力的な投
資機会を提供していると考えており、ス
プレッド縮小や信用力向上が見込まれる
国に注目しています。また、フロンティ
ア市場についてはファンダメンタルズが
良好かつ、流動性が高い国を中心に投資
を行う方針です。
社債については、ファンダメンタルズ分

析と相対価値判断による徹底したボトム
アップ・アプローチに基づき組入銘柄の
選別を行います。また、主要なベンチ
マークに採用されていないニッチな銘柄
に対しても、銘柄の流動性に十分に注意
しながら積極的に投資を行う方針です。
ソブリン債券対社債の観点では、社債に
より投資妙味があると考えており、社債
の組入比率を基本投資比率である30％と
比較して高位を維持する方針です。
なお、ファンドの償還日に向けて、組入
債券の売却を行い資金化をはかります。
その為、償還日が近づくにつれ、上記の
ような運用が行えなくなる他、債券利子
収入が低下する可能性があります。

マネー・プール　マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、わが国の国債や短期国債（国庫短期
証券）現先取引、コール・ローンおよび
ＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定
した収益の確保や常時適正な流動性の保
持をめざした運用を行う方針です。
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

2019年１月16日～2019年７月16日

１万口当たりの費用明細

項目
第105期～第110期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 80 0.527 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (33) (0.215) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (45) (0.296) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 80 0.529

作成期中の平均基準価額は、15,235円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年１月16日～2019年７月16日) 

 

 

銘 柄 
第105期～第110期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
エマージング・ソブリン・アンド・コーポ
レート・ボンド・ファンド（ＣＮＹクラス） 

1,488 1,338 11,392 10,120  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月16日～2019年７月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年１月16日～2019年７月16日) 

作成期首残高(元本) 当作成期設定元本 当作成期解約元本 作成期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
20 － － 20 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2019年７月16日現在) 

 

銘 柄 
第104期末 第110期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 
エマージング・ソブリン・アンド・コーポレート・ボン
ド・ファンド（ＣＮＹクラス） 

51,041 41,137 36,925 98.4 

合 計 51,041 41,137 36,925 98.4 
 

（注） 比率は新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第104期末 第110期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 19 19 20 
 
   

投資信託証券 

親投資信託残高 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年７月16日現在) 

項 目 
第110期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 36,925 98.1 

マネー・プール マザーファンド 20 0.1 

コール・ローン等、その他 697 1.8 

投資信託財産総額 37,642 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第105期末 第106期末 第107期末 第108期末 第109期末 第110期末 

2019年２月14日現在 2019年３月14日現在 2019年４月15日現在 2019年５月14日現在 2019年６月14日現在 2019年７月16日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 39,678,948   40,265,055   40,956,853   37,852,593   38,095,735   37,642,741   

 コール・ローン等 573,358   492,698   1,888,328   601,324   526,952   697,310   

 投資信託受益証券(評価額) 39,085,516   39,752,283   39,048,453   37,231,197   37,548,711   36,925,359   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 20,074   20,074   20,072   20,072   20,072   20,072   

(B) 負債 114,140   110,743   1,306,202   109,134   110,222   108,288   

 未払収益分配金 78,137   78,202   75,979   76,016   76,086   73,414   

 未払解約金 －   －   1,192,644   －   －   －   

 未払信託報酬 35,868   32,422   37,437   32,992   34,007   34,740   

 未払利息 －   －   3   －   1   1   

 その他未払費用 135   119   139   126   128   133   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 39,564,808   40,154,312   39,650,651   37,743,459   37,985,513   37,534,453   

 元本 26,045,873   26,067,665   25,326,348   25,338,748   25,362,113   24,471,587   

 次期繰越損益金 13,518,935   14,086,647   14,324,303   12,404,711   12,623,400   13,062,866   

(D) 受益権総口数 26,045,873口 26,067,665口 25,326,348口 25,338,748口 25,362,113口 24,471,587口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,190円 15,404円 15,656円 14,896円 14,977円 15,338円 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第105期 第106期 第107期 第108期 第109期 第110期 

2019年１月16日～ 
2019年２月14日 

2019年２月15日～ 
2019年３月14日 

2019年３月15日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月14日 

2019年５月15日～ 
2019年６月14日 

2019年６月15日～ 
2019年７月16日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 276,290   216,530   205,502   186,466   203,208   245,172   

 受取配当金 276,338   216,533   205,532   186,490   203,215   245,212   

 支払利息 △        48   △         3   △        30   △        24   △         7   △        40   

(B) 有価証券売買損益 1,399,854   450,235   544,844   △ 2,003,747   114,299   737,451   

 売買益 1,764,410   450,234   610,715   △         1   114,299   1,125,966   

 売買損 △   364,556   1   △    65,871   △ 2,003,746   －   △   388,515   

(C) 信託報酬等 △    36,003   △    32,541   △    37,576   △    33,118   △    34,135   △    34,873   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,640,141   634,224   712,770   △ 1,850,399   283,372   947,750   

(E) 前期繰越損益金 8,413,457   9,975,437   10,223,874   10,860,665   8,934,250   8,771,832   

(F) 追加信託差損益金 3,543,474   3,555,188   3,463,638   3,470,461   3,481,864   3,416,698   

 (配当等相当額) (   5,210,053)  (   5,230,111)  (   5,097,820)  (   5,109,310)  (   5,131,012)  (   5,053,549)  

 (売買損益相当額) (△ 1,666,579)  (△ 1,674,923)  (△ 1,634,182)  (△ 1,638,849)  (△ 1,649,148)  (△ 1,636,851)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 13,597,072   14,164,849   14,400,282   12,480,727   12,699,486   13,136,280   

(H) 収益分配金 △    78,137   △    78,202   △    75,979   △    76,016   △    76,086   △    73,414   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 13,518,935   14,086,647   14,324,303   12,404,711   12,623,400   13,062,866   

 追加信託差損益金 3,543,474   3,555,188   3,463,638   3,470,461   3,481,864   3,416,698   

 (配当等相当額) (   5,210,053)  (   5,230,111)  (   5,097,820)  (   5,109,310)  (   5,131,012)  (   5,053,549)  

 (売買損益相当額) (△ 1,666,579)  (△ 1,674,923)  (△ 1,634,182)  (△ 1,638,849)  (△ 1,649,148)  (△ 1,636,851)  

 分配準備積立金 18,586,284   18,714,002   18,285,804   18,363,135   18,468,411   17,883,031   

 繰越損益金 △ 8,610,823   △ 8,182,543   △ 7,425,139   △ 9,428,885   △ 9,326,875   △ 8,236,863   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 30,851,105円 

作成期中追加設定元本額 243,139円 

作成期中一部解約元本額 6,622,657円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.5338円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年１月16日～ 
2019年２月14日 

2019年２月15日～ 
2019年３月14日 

2019年３月15日～ 
2019年４月15日 

2019年４月16日～ 
2019年５月14日 

2019年５月15日～ 
2019年６月14日 

2019年６月15日～ 
2019年７月16日 

費用控除後の配当等収益額 270,357円 205,964円 195,210円 153,348円 181,362円 236,471円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 5,210,053円 5,230,111円 5,097,820円 5,109,310円 5,131,012円 5,053,549円 

分配準備積立金額 18,394,064円 18,586,240円 18,166,573円 18,285,803円 18,363,135円 17,719,974円 

当ファンドの分配対象収益額 23,874,474円 24,022,315円 23,459,603円 23,548,461円 23,675,509円 23,009,994円 

１万口当たり収益分配対象額 9,166円 9,215円 9,262円 9,293円 9,334円 9,402円 

１万口当たり分配金額 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

収益分配金金額 78,137円 78,202円 75,979円 76,016円 76,086円 73,414円 
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新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第105期 第106期 第107期 第108期 第109期 第110期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・ 個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※ 法人受益者に対する課税は異なります。 

※ 課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※ 税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※ NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）とともに、約款記載の整備を行うため、信用リスク集中回避のための投

資制限の追加およびこれに伴う投資制限の記載変更ならびに約款記載の整備を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2019年４月13日） 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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